
環境衛生・食品衛生関係の国保組合四保険者共同による会場型特定健診事業 
平成 29 年８月３日 

データヘルス計画の在り方検討会 

 １．事業概要 

①環境衛生・食品衛生関係の４国保組合が共同事業として平成22 年度（22 年度

は５国保組合）から実施している。 

②「眼底検査」を除く健診項目にT-chol、貧血（RBC、Hb、Ht)、CRE、UA、

心電図検査、大腸がん検診（便潜血反応検査）を追加し、土曜・日曜のみ胸部

X 線検査を行う。費用は全額、保険者が負担する。 

③東京都内のターミナル駅近隣に特設の健診会場を設営し、健診受診者をFAX ま

たは電話・郵送の申込で受付する。 

 ２．事業の趣旨（経緯） 

①未受診者アンケートから「忙しい」「手続きが面倒」「健診項目が物足りない」

を未受診理由に挙げていることが確認される。 

②独自の健診項目を追加して実施できる。 

③場所、受診日を特定・限定することで事務手続きに関わる負担感の軽減を図る。 

④会場設営日を加入事業所の休業日を選定して設定できる。 

 ３．事業の実績等 

①平成28 年度実績は９会場を設営（土曜１会場、日曜２会場）し、受診者1,169

人となる。 

②受診者数は平成26 年度から1,000 人を超え、逓増で推移している。 

③会場型特定健診受診者の集合契約等による特定健診受診者全体に占める割合が

着実に伸びている。（東食国保組合） 

④集合契約での健診受診は、受診先、受診日を受診者本が自由に選択・決定でき

るが、自ら受診日、受診先の決定と健診申込みを行う。会場型は受診日、受診

先が限定され、申込みは保険者に連絡することで終了し、申込手続き等におけ

る負担感が軽減される。 

⑤いつ・どこで、受診できると明示した再受診勧奨となり、対象者の受診動機に

有意に働き掛けることができた。 

⓺受診人数や時間設定を設けたことにより短時間での受診が可能なため満

足度につながった。 

⓻健診受診後のパニック値の保険者への連絡と希望者には紹介状を発行す

る等の連携で、早期かつ、より確実な受診勧奨につながっている。
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